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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　マルチビットレートアプリケーションの呼アドミッション制御をもたらす方法であって
、
　デジタル通信システムで、着信マルチビットレート呼の許容ビットレートレベルおよび
関連した優先度レベルを識別するステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を、第１の、最大の要求ビットレートレベルおよび関連
した最小優先度レベルにて、デジタル通信システムへ許可できるかを判定するステップと
、
　前記着信マルチビットレート呼を、第１の、最大の要求ビットレートレベルおよび関連
した最小優先度レベルにて、許可できないときには、前記着信マルチビットレート呼に対
する、より低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベルを選択する
ステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を許可できるまで、各繰り返しにおいて、選択されたよ
り低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベルで、前記判定するス
テップと、該選択するステップの両方を繰り返すステップと、
　最後に選択されたより低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベ
ルにて、前記マルチビットレート呼を許可するステップと
　を含む方法。
【請求項２】
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　より低い許容ビットレートレベルは、それぞれ、対応するより高い優先度レベルに関連
付けられる、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記許可するステップが、
　ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリングメッセージを送出するステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を開始するステップと、
　前記最後に選択されたより低い許容ビットレートを示すステップと
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記識別するステップが、
　個々の呼構成要素を識別するステップであって、各個々の呼構成要素は、特定のビット
レートレベルと、関連した優先度レベルを有する、ステップをさらに含む、請求項２に記
載の方法。
【請求項５】
　前記判定するステップが、
　前記着信呼の現在の優先度レベルより低い優先度を有する既存のマルチビットレート呼
の構成要素をプリエンプションするステップをさらに含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記構成要素をプリエンプションするステップが、
　前記個々の呼構成要素を非アクティブにするステップをさらに含む、請求項５に記載の
方法。
【請求項７】
　前記デジタル通信システムによって呼がドロップされた場合に、
　前記デジタル通信システムの利用可能な帯域幅を判定するステップと、
　アクティブなマルチビットレート呼の現在非アクティブな呼構成要素の候補リストを、
それらの関連したビットレートおよび優先度レベルと共に編集するステップと、
　前記候補リストを、より高い優先度レベルを先にして優先度レベルによってソートする
ステップと、
　順番に、前記デジタル通信システムの前記利用可能な帯域幅によってそのビットレート
に対処することができる非アクティブな呼構成要素を、前記候補リストから選択するステ
ップと、
　前記選択された非アクティブな呼構成要素に関連するアクティブな呼のサービスをアッ
プグレードするために、選択された非アクティブな呼構成要素を活動化するステップと
　をさらに含む、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記デジタル通信システムがパケットデータネットワークを備える、請求項１に記載の
方法。
【請求項９】
　前記デジタル通信システムがロングタームエボリューション（ＬＴＥ）パケットデータ
ネットワークを備える、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記方法が、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークのｅＮｏｄｅＢに
て発生する、請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　非一時的記憶媒体であって、デジタル通信システムにより実行されたときに、以下の
　着信マルチビットレート呼の許容ビットレートレベルおよび関連した優先度レベルを識
別するステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を、第１の、最大の要求ビットレートレベルおよび関連
した最小優先度レベルにて、許可できるかを判定するステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を、第１の、最大の要求ビットレートレベルおよび関連
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した最小優先度レベルにて、許可できないときには、前記着信マルチビットレート呼に対
する、より低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベルを選択する
ステップと、
　前記着信マルチビットレート呼を許可できるまで、各繰り返しにおいて、選択されたよ
り低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベルで、前記判定するス
テップと、該選択するステップの両方を繰り返すステップと、
　最後に選択されたより低い許容ビットレートレベルおよび関連したより高い優先度レベ
ルにて、前記マルチビットレート呼を許可するステップと
を実行する命令で符号化された非一時的記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、引用により本明細書に組み込まれている、本出願と同時に出願された（Ｃｈ
ｕらによる）「ＡＤＭＩＳＳＩＯＮ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＯＲ　ＳＨＡＲＥＤ　ＬＴＥ　
ＮＥＴＷＯＲＫ」という名称の同時係属の米国特許出願に関連する。
【０００２】
　本発明はパケット交換通信ネットワークを対象とし、詳細にはマルチビットレートアプ
リケーションのための呼アドミッション制御およびプリエンプションを対象とする。
【背景技術】
【０００３】
　呼シグナリング
　多くのパケット交換アプリケーションでは、ユーザは、正しく動作するようにネットワ
ークからの何らかの最低限のサービス品質（ＱｏＳ）を必要とする可能性がある。一般に
アプリケーションは、呼シグナリングメッセージ内にＱｏＳパラメータを符号化すること
によってネットワークに、必要なＱｏＳを提供するように要求することになる。
【０００４】
　たとえば、次世代技術であり３ＧＰＰのためのアーキテクチャである第３世代パートナ
ーシッププロジェクト（ＧＰＰ）のロングタームエボリューション（ＬＴＥ）について考
える。
【０００５】
　ＬＴＥではユーザ機器（ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ：ＵＥ）は、それ自体の指定さ
れたＰＤＮ－ＧＷ（Ｐｕｂｌｉｃ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ－ｇａｔｅｗａｙ）を通し
てユーザパケットを送出し、またユーザパケットを受け取る。ＰＤＮ－ＧＷは、データパ
ケットをＵＥからその意図された宛て先に転送することになる。ＰＤＮ－ＧＷはまた、Ｕ
Ｅの代わりにパケットを受け入れ、次いで到着するパケットをＵＥに転送する（ＵＥとＰ
ＤＮ－ＧＷの間には、ｅＮｏｄｅＢおよびＳ－ＧＷなどの他のネットワーク要素があるこ
とに留意されたい。）。
【０００６】
　ＵＥとＰＤＮ－ＧＷの間の論理的接続は、ＥＰＳ（Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｐａｃｋｅｔ　Ｓ
ｙｓｔｅｍ）「ベアラ」（または略してベアラ）と呼ばれる。各ベアラには、そのベアラ
のパケットがネットワークによってどのように扱われるべきかを管理するＱｏＳ（サービ
ス品質）プロファイルが関連付けられている。ＵＥは、それぞれが異なるＱｏＳを必要と
する複数の同時セッションを有する場合があるので、ＵＥとＰＤＮ－ＧＷの間には、それ
ぞれが異なるＱｏＳをサポートする複数のベアラを設定することができる。同じＱｏＳク
ラスの複数のセッションは、同じベアラにマップすることができる。
【０００７】
　ＵＥがＰＤＮ－ＧＷに対してＥＰＳベアラを設定することを望むときは、ベアラリソー
ス変更（Ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）要求メッセージ
をＰＤＮ－ＧＷに送出する。メッセージは、以下の情報を（他の情報と共に）含む：
－　アップストリームおよびダウンストリームで、データフローに属するパケットを検出
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するためにゲートウェイによって用いられるサービスデータフローテンプレート
－　ＱＣＩ－必要なサービスのレベルを規定するＱｏＳクラス識別子（ｃｌａｓｓ　ｉｄ
ｅｎｔｉｆｉｅｒ）（パケット損失レートおよび遅延など）
－　アップストリーム（ＵＬ）およびダウンストリーム（ＤＬ）最大ビットレート（ＭＢ
Ｒ）
－　アップストリームおよびダウンストリーム保証ビットレート（ＧＢＲ）
－　割り当ておよび保持優先度（Ａｌｌｏｃａｔｉｏｎ　ａｎｄ　Ｒｅｔｅｎｔｉｏｎ　
Ｐｒｉｏｒｉｔｙ：ＡＲＰ）パラメータ、これは呼アドミッションに対する呼の優先度、
および輻輳時により低い優先度の呼をプリエンプションできるか、またはより高い優先度
の呼によってプリエンプションされるかを指定する。
　ＱＣＩ、ＭＢＲ、ＧＢＲ、ＡＲＰはまとめて、ベアラのＱｏＳパラメータと呼ばれる。
【０００８】
　ＱｏＳ要求をもたらす、他の呼信号プロトコルがある。良く知られた例は、インターネ
ット技術タスクフォース（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｉｎｇ　Ｔａｓｋ　Ｆｏ
ｒｃｅ：ＩＥＴＦ）のセッション開始プロトコル（Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｉｎｉｔｉａｔｉｏ
ｎ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＳＩＰ）である。
【０００９】
　呼アドミッションおよび呼プリエンプション
　ユーザがネットワークからの呼に対して特定のＱｏＳレベルを要求したときに、ネット
ワークは、呼をサポートし要求されたようなＱｏＳレベルを維持するのに十分なリソース
をもたない場合がある。これらの場合、ネットワークは、呼を許可しないことになり、呼
は阻止される。しかし着信呼が高い優先度のものであり、ネットワーク事業者は、より低
い優先度の確立されている呼を犠牲にして、着信する高い優先度の呼を許可したい場合が
ある。これらの場合にはプリエンプションが生じることになる。より高い優先度の呼が許
可されるように十分なリソースを解放するために、（１つまたは複数の）より低い優先度
の呼は切断されることになる。どの呼がプリエンプションされるかの選択は、ネットワー
ク事業者のポリシー、および機器の能力によって決まる。
【００１０】
　マルチビットレートアプリケーション
　多くのアプリケーションが複数のビットレートレベルにて動作することができる。例と
してストリーミングビデオを考えてみる。特定のビデオエンコーダの公称速度は１０Ｍｂ
ｐｓの場合がある。アプリケーションはスクリーンサイズを縮小（高さを１／２、幅を１
／２に）することによって公称速度の１／４で送信する用意がある場合がある。したがっ
てその場合は速度は２．５Ｍｐｓとなる。白黒を受け入れてカラーなしで済ませることに
よって、さらに５０％の低減を達成することもできる。ストリーミングビデオアプリケー
ションのフレームレートを減少することも必要な帯域幅を低減する別の方法であり、異な
る圧縮アルゴリズムを用いるまたは圧縮アルゴリズムのパラメータを制御することによっ
ても可能となり得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　上記に鑑みて、マルチビットレートアプリケーションの融通性を利用するように、改良
された呼アドミッションおよびプリエンプションのためのシステムおよび方法を提供する
ことが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　マルチビットレートアプリケーションの場合は、より高い優先度の呼を許可するために
呼全体をプリエンプションしてリソースを解放することは効率的でない場合がある。着信
呼が必要とするリソースに応じて、十分なリソースを解放するのにはこれらの呼が、より
低いデータレートで動作すれば十分である場合がある。したがって本発明の実施形態は、
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完全に切断される代わりに、これらの呼が帯域幅を解放するためにプリエンプション時に
速度をドロップバックすることを可能にする方法を提供する。
【００１３】
　本発明の実施形態は、デジタル通信システムでのマルチビットレートアプリケーション
の呼アドミッション制御をもたらす方法を対象とする。方法は、着信マルチビットレート
呼の許容ビットレートレベルおよび関連した優先度レベルを識別するステップと、着信マ
ルチビットレート呼を、第１の、最大の要求ビットレートレベルおよび関連した最小優先
度レベルにて許可できるかを判定するステップとを含み、着信マルチビットレート呼を許
可できない場合は、着信呼に対する、より低い許容ビットレートレベルおよび関連した優
先度レベルを選択するステップと、着信マルチビットレート呼を許可できるまで、判定す
るステップを繰り返すステップと、最後に選択されたより低い許容ビットレートレベルお
よび関連した優先度レベルにて、マルチビットレート呼を許可するステップとを含む。
【００１４】
　一部の実施形態では、より低い許容ビットレートレベルは、対応するより高い優先度レ
ベルに関連付けられる。
【００１５】
　一部の実施形態では、許可するステップはさらに、ユーザ機器（ＵＥ）にシグナリング
メッセージを送出するステップと、着信呼を開始するステップと、最後に選択されたより
低い許容ビットレートを示すステップとを含む。
【００１６】
　一部の実施形態では、着信マルチビットレート呼の許容ビットレートレベルおよび関連
した優先度レベルを識別するステップはさらに、許容ビットレートレベルを含む個々の呼
構成要素を識別するステップを含み、それぞれの個々の呼構成要素は関連した優先度レベ
ルを有する。
【００１７】
　一部の実施形態では、判定するステップはさらに、着信呼の優先度レベルより低い優先
度を有する既存のマルチビットレート呼の構成要素をプリエンプションするステップを含
む。
【００１８】
　一部の実施形態では、構成要素をプリエンプションするステップは、呼構成要素を非ア
クティブにするステップを含む。
【００１９】
　一部の実施形態では、通信システムによって呼がドロップされた場合は、方法はさらに
、通信システムの利用可能な帯域幅を判定するステップと、アクティブなマルチビットレ
ート呼の現在非アクティブな呼構成要素の候補リストを、それらの関連したビットレート
および優先度レベルと共に編集するステップと、候補リストを、より高い優先度レベルを
先にして優先度レベルによってソートするステップと、順番に、通信システムの利用可能
な帯域幅によってそのビットレートに対処することができる非アクティブな呼構成要素を
、候補リストから選択するステップと、選択された非アクティブな呼構成要素に関連する
アクティブな呼のサービスをアップグレードするために、選択された非アクティブな呼構
成要素を活動化するステップとを含む。
【００２０】
　一部の実施形態ではデジタル通信システムは、パケットデータネットワークを備える。
【００２１】
　一部の実施形態ではデジタル通信システムは、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ
）パケットデータネットワークを備える。
【００２２】
　一部の実施形態では処理は、ＬＴＥネットワークのｅＮｏｄｅＢにて発生する。
【００２３】
　次に、本発明の実施形態による装置および／または方法の一部の実施形態について、例
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示のみとして、添付の図面を参照して説明する。
【図面の簡単な説明】
【００２４】
【図１】マルチビットレート呼のための呼アドミッションおよびプリエンプション処理の
一実施形態のフローチャートである。
【図２】マルチビットレート呼のためのビットレートを増加するための処理の一実施形態
のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００２５】
　図では同様な特徴は同様な参照記号によって示される。
【００２６】
　異なる帯域幅レベルで動作することができる多くのアプリケーションがあり、これらは
マルチビットレートアプリケーションと呼ばれ、関連する呼はマルチビットレート呼と呼
ばれる。これらのアプリケーションおよび呼はマルチレート、または可変ビットレートア
プリケーションおよび呼と呼ばれることもあり、本文書の目的のためにこれらの用語は置
き換え可能と見なすことができる。新しい呼がネットワークに到着し、呼をサポートする
のに十分なリソースがないときは、着信呼を許可するためにネットワークリソースを解放
するようにプリエンプションを用いることができる。しかし多くの場合には、デフォルト
で、より高い優先度の呼をサポートするためにマルチビットレート呼を完全に切断するこ
とは非効率となり得る。多くの状況ではマルチビットレート呼に、より低いレベルで動作
することを要求すれば十分となり得る。より低いレートで動作させることにより、着信呼
をサポートするために十分なリソースを解放することが可能となり得る。
【００２７】
　新しい呼が到着し、プリエンプションが必要なときに、ｅＮｏｄｅＢがＵＥにアプリケ
ーションがマルチビットレートアプリケーションであるかどうかについて要求するのは実
用的ではない。したがって本発明の実施形態は、ベアラ設定メッセージ（たとえばＬＴＥ
における、ＩＰ－ＣＡＮ　Ｓｅｓｓｉｏｎ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ、Ｂｅａｒｅｒ　
Ｓｅｔ－ｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔ、およびＲｅｑｕｅｓｔ　Ｂｅａｒｅｒ　Ｒｅｓｏｕｒｃ
ｅ　Ｍｏｄｉｆｉｃａｔｉｏｎ）に、新しい情報要素（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅ
ｍｅｎｔｓ：ＩＥ）として符号化された以下の情報が追加されることを規定する：
－　アプリケーションが複数のＱｏＳレベルをサポートし得ることの表示
－　このアプリケーションがサポートする用意のある異なるＱｏＳレベル
－　各ＱｏＳレベルに対する、ＱｏＳレベルの優先度レベル
【００２８】
　前述のストリームビデオを例として考えてみる。このＵＥ、ＵＥ　Ａは、ＱｏＳレベル
を以下のように符号化することができる：
－　１０Ｍｂｐｓ、優先度３、ドロップバックＯＫ
－　５Ｍｂｐｓ、優先度２、ドロップバックＯＫ
－　１．２５Ｍｂｐｓ、優先度、ドロップバックなし、プリエンプション不可
【００２９】
　ＬＴＥではベアラ設定シグナリングメッセージは、以下のパラメータを含んでいる。
－　アップストリームおよびダウンストリームでデータフローに属するパケットを検出す
るためにゲートウェイによって用いられるサービスデータフローテンプレート。これらの
テンプレートはＴＦＴ（トラフィックフローテンプレート）と呼ばれる。
－　ＱＣＩ－ＱｏＳクラス識別子
－　アップストリーム（ＵＬ）およびダウンストリーム（ＤＬ）最大ビットレート（ＭＢ
Ｒ）
－　アップストリームおよびダウンストリーム保証ビットレート（ＧＢＲ）
－　割り当ておよび保持優先度（ＡＲＰ）パラメータ
【００３０】
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　あるベアラに対するＭＢＲおよびＧＢＲ（アップリンクまたはダウンリンク）が異なる
値を有することがあり得る。多くのＬＴＥ実施形態ではｅＮｏｄｅＢは、この１対の値を
、しばしば呼の有効帯域幅（アップリンクまたはダウンリンクでそれぞれ）と呼ばれる単
一の値にマップし得る。説明を簡単にするために以下の段落では、帯域幅という用語は、
呼の有効帯域幅（または値の対）を意味するように用いられる。通常は有効帯域幅は、通
常の帯域幅と同じくビット／秒で表される。
【００３１】
　多くのアプリケーションでは、アップリンクおよびダウンリンク方向で必要な帯域幅は
異なる。またアップリンクおよびダウンリンクの物理的帯域幅は異なる。ダウンリンクは
アップリンクより高い容量を有する。したがってアドミッション制御およびプリエンプシ
ョンのためのロジックは、アップリンクおよびダウンリンク用に別々に取り扱われる。し
かし処理ロジックは両方向で同じである。以下の説明では、本発明について単一の方向に
対して述べる。実際の実施形態ではｅＮｏｄｅＢには、アップリンクおよびダウンリンク
用にそれぞれ、呼アドミッションおよびプリエンプションを管理する２つの同一の処理が
実施されることになる。
【００３２】
　Ｎ個のレベル有するマルチビットレート呼を説明するために以下の表記を用いる。
－　（Ｐ１，Ｂ１；Ｐ２，Ｂ２；・・；ＰＮ，ＢＮ）、ただしＰｉはレベルｉの優先度レ
ベルであり、Ｐ１が最も高い優先度である。
－　Ｂｉはｉ番目のレベルに必要な帯域幅であり、Ｂ１＜Ｂ２・・＜ＢＮである。
【００３３】
　通常の呼は論理的に、１つのレベルを有するマルチビットレート呼と見なすことができ
る。
【００３４】
　マルチビットレート呼に対する呼アドミッション
　図１は、マルチビットレート呼に対する呼アドミッション処理の一実施形態の図である
。ステップ１００で、Ｎ個のレベルを有するマルチビットレート呼（Ｐ１，Ｂ１；Ｐ２，
Ｂ２；・・；ＰＮ，ＢＮ）が到着する。ステップ１１０で処理は、ｋ＝Ｎに設定する。ス
テップ１２０で処理は、優先度Ｐｋを有し帯域幅Ｂｋを有する呼を許可できるかどうかを
判定する。そうであれば処理はステップ１３０に進み、そこで着信呼はレベルｋで許可さ
れる。呼がレベルｋで許可されたことを示すシグナリングメッセージがＵＥに送出される
。この呼を許可することによって、場合によっては他の呼（通常の呼、および他のマルチ
ビットレート呼）がプリエンプションされ得ることに留意されたい。マルチビットレート
呼に対するプリエンプションは、その呼がより低いビットレートで動作することを意味し
得る。ステップ１３０の後に処理は終了する。
【００３５】
　ステップ１２０で処理が、現在選択されているレベルではその呼を許可できないと判定
した場合は、処理はステップ１４０に進み、そこで処理はｋ＝ｋ－１に設定する。ステッ
プ１５０はｋ＝０であるかを調べる。ｋ＞０の場合は処理は、ステップ１２０に戻って着
信マルチビットレート呼の次のレベルを処理する。ステップ１５０で処理がｋ＝０と判定
した場合は、これはアルゴリズムは成功することなく着信マルチビットレート呼のすべて
のレベルを処理したことを意味し、処理はステップ１６０に進み、そこでは呼は許可され
ていない。呼が許可されなかったことを示すためにＵＥにシグナリングメッセージが返送
される。
【００３６】
　Ｎ個のレベルを有するマルチビットレート呼が許可された後には、Ｎ個の構成要素を有
すると見なされる：
　構成要素１（Ｃ１）は、優先度Ｐ１および帯域幅Ｄ１＝Ｂ１を有し、
　構成要素２（Ｃ２）は、優先度１および帯域幅Ｄ２＝Ｂ２－Ｂ１を有し、
　・・・
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　構成要素Ｎ（ＣＮ）は、優先度１および帯域幅ＤＮ＝ＢＮ－Ｂｎ－１を有する。
【００３７】
　レベルｋにて呼が許可された場合は、Ｃ１からＣｋまでの構成要素がアクティブとなり
、各アクティブ構成要素の増分的な帯域幅の合計Ｂｋ（Ｂｋ＝ＤＫ＋Ｄｋ－１＋・・＋Ｄ
１）である総帯域幅を有する。構成要素Ｃｋ＋１からＣＮは非アクティブとなる。
【００３８】
　マルチビットレート呼のプリエンプション
　新しい呼が到着したときはプリエンプションが必要となる場合がある。プリエンプショ
ン処理では、マルチビットレート呼の各構成要素は、別々の呼として扱われる。したがっ
てマルチビットレート呼が３つのアクティブ構成要素Ｃ１、Ｃ、およびＣ３を有する場合
は、これらは３つの別々の呼として扱われる。Ｃ１はＣ２およびＣ３より高い優先度を有
するので、より低い優先度を有するＣ２およびＣ３もプリエンプションされない限りＣ１
をプリエンプションすることはできない。プリエンプション処理の終わりには、マルチビ
ットレート呼のアクティブ構成要素のいくつかまたはすべてがプリエンプションされ得る
。構成要素のいくつかがレベルｋでプリエンプションされた場合は、プリエンプションさ
れる構成要素はＣｋ、Ｃｋ＋１、・・、Ｃｎとなる。この場合はｅＮｏｄｅＢは、マルチ
ビットレート呼はレベル（ｋ－１）で、すなわち優先度Ｐｋ－１および帯域幅Ｃｋ－１で
動作すべきであることを示す呼の途中でのシグナリングメッセージをＵＥに送出する。構
成要素Ｃｋ、Ｃｋ＋１、・・、Ｃｎは非アクティブとなる。マルチビットレート呼のすべ
てのアクティブ構成要素がプリエンプションされた場合は、呼はドロップされることにな
る。
【実施例】
【００３９】
　以下の実施例は、マルチビットレート呼の呼アドミッション処理の一実施形態を示す。
マルチビットレート呼１は、以下の特性をもつ４つのレベルを有する：（Ｐ１、２Ｍｂｐ
ｓ；Ｐ２、４Ｍｂｐｓ；Ｐ３、６Ｍｂｐｓ；Ｐ４、８Ｍｂｐｓ）。リンクの容量は１０Ｍ
ｂｐｓであると仮定する。システムは、呼１が到着したときには他の呼をもたないと仮定
する。その場合は、レベル４では呼は８Ｍｂｐｓを必要としシステムは１０Ｍｂｐｓを有
するので、呼１はレベル４にて許可される。許可された後には呼１は、それぞれが２Ｍｂ
ｐｓの帯域幅を有する、４つの構成要素（Ｃ１、Ｃ２、Ｃ３、Ｃ４）を有する。
【００４０】
　第２のマルチビットレート呼、呼２が呼１と同一の特性を有して到着したと仮定する。
ｅＮｏｄｅＢでのアドミッション制御処理は以下のようになる。
－　最初に呼アドミッション処理は、呼２の最も低いレベルであるレベル４にて呼２を評
価する。レベル４では呼２は８Ｍｂｐｓを必要とするが、システムが現在使用していない
のは２Ｍｂｐｓしかない。したがって呼を、プリエンプションなしで許可することはでき
ない。しかし呼２は優先度Ｐ４であり、呼１の構成要素のいずれもプリエンプションでき
ない。したがって呼２はレベル４では許可できない。
－　次いでｅＮｏｄｅＢは、呼２をレベル３で許可できるかを判定する。必要な帯域幅は
６Ｍｂｐｓである。利用可能な帯域幅は２Ｍｂｐｓである。したがってプリエンプション
なしでは呼を許可できない。呼２はレベル３では、レベル３の呼２より低い優先度を有す
る呼１の構成要素４をプリエンプションできる。しかしこれは２Ｍｂｐｓを解放するだけ
で、結果として利用可能な帯域幅は４Ｍｂｐｓになるだけであり不十分となる。したがっ
て呼２はレベル３で許可できない。
－　次にｅＮｏｄｅＢは、呼２をレベル２で許可できるかを判定する。レベル２では呼２
は４Ｍｂｐｓを必要とする。この呼を許可するにはプリエンプションが必要となる。呼２
はレベル２では、呼１の構成要素３および構成要素４をプリエンプションでき、それによ
り４Ｍｂｐｓの帯域幅を解放する（結果として６Ｍｂｐｓの利用可能な帯域幅を生じる）
。しかし４Ｍｂｐｓだけが必要なので、システムは呼１の構成要素４のみをプリエンプシ
ョンする。したがって呼２は、呼１の構成要素４をプリエンプションすることにより、レ
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ベル２にて許可することができる。
【００４１】
　ｅＮｏｄｅＢは、呼がレベル２（構成要素１と２はアクティブ、構成要素３と４は非ア
クティブ）で許可されたことを示すシグナリングメッセージを呼２のＵＥに送出する。ｅ
ＮｏｄｅＢはまた、ＵＥはこのときはレベル３（構成要素１、２、および３はアクティブ
、構成要素４は非アクティブ）で動作すべきであることを示す、呼の途中のシグナリング
メッセージを呼１のＵＥに送出する。システムは、両方の呼が、それぞれ２Ｍｂｐｓの４
つの構成要素を有することを記憶することに留意されたい。したがってこの実施例では、
必要なプリエンプションを用いて呼２が許可された後は、呼１の最初の３つの構成要素は
アクティブとなり、最後の構成要素は非アクティブとなる。呼２の最初の２つの構成要素
はアクティブとなり、最後の２つの構成要素は非アクティブとなる。
【００４２】
　自動高速化
　呼がネットワークを離れるとネットワークリソースは解放されることになる。この状況
下ではシステムは、最大の要求帯域幅で動作していない（すなわち呼のいくつかの構成要
素は非アクティブである）マルチビットレート呼の帯域幅をアップグレードしたい場合が
ある。
【００４３】
　呼がシステムを離れたときはｅＮｏｄｅＢは、マルチビットレート呼のいくつかをアッ
プグレードできるかどうかを自動的に調べることができる。このような手順の一実施形態
は、図２のフローチャートによって示される。ステップ２００で処理は、次のように以下
のパラメータを初期化する：
－　Ｖ＝システムの現在利用可能な帯域幅
－　アップグレードする（すなわちアクティブにする）ことができる、現在非アクティブ
なマルチビットレート呼構成要素を表す選択リスト。このリストは空のリストとして初期
化される。
－　候補リスト：これは以下の順序で配置された、マルチビットレート呼の現在非アクテ
ィブ構成要素のリストである。
　－　より高い優先度の構成要素は、より低い優先度の構成要素より前に置かれる。
　－　同じ優先度の構成要素の間での順序は、呼の到着の時間に従って配置され、先に到
着したものは後から到着したものより前に置かれる。
【００４４】
　ステップ２１０で処理は候補リストが空であるかを調べる。候補リストが空でない場合
は処理はステップ２２０へ続き、そこで候補リストの１番目の要素の帯域幅要件（Ｆ）を
求める。ステップ２３０で処理は、Ｆが現在利用可能な帯域幅Ｖ以下であるかをどうかを
調べる。そうであればこれは１番目の要素はアップグレードできる（すなわちアクティブ
にできる）ことを意味し、処理はステップ２４０に続き、そこで１番目の要素は選択リス
トに追加され、候補リストから削除される。ステップ２５０でＶは、Ｖ－Ｆに更新され、
処理はステップ２１０に戻って次の要素を評価する。
【００４５】
　ステップ２３０でＦ＞Ｖであると判定された場合は、これは１番目の要素をアップグレ
ードできないことを意味し、その場合は処理はステップ２６０へ続き、そこで処理は同じ
呼に属する、候補リスト内のこの要素およびすべての他の構成要素を候補リストから削除
する。次いで処理はステップ２１０に戻って次の要素を評価する。
【００４６】
　ステップ２１０で候補リストが空であると判定された場合は、処理はステップ２７０へ
続き、そこで処理は選択リストが空であるかどうかを調べる。選択リストが空である場合
はアップグレードはできず、アルゴリズムは終了する。
【００４７】
　ステップ２７０で選択リストが空でないと判定された場合は、処理はステップ２８０へ
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続き、そこで処理は同じ呼に属する選択リスト内の構成要素を特定し、それらを呼ごとに
マージする。ステップ２９０で処理は、アップグレードできるマルチビットレート呼、お
よびアップグレードの適切なレベルを決定する。次いでステップ３００で処理は以下によ
ってアップグレードを実行する：
－　より大きな帯域幅を可能にするためにベアラがアップグレードされたことを示す、シ
グナリングメッセージを適切なＵＥに送出する。
－　アップグレードされた構成要素のステータスはアクティブに変更される。
－　システムの現在利用可能な帯域幅などの、他の直接関係するパラメータを更新する。
　次いでアルゴリズムは終了する。
【００４８】
　図２の処理はいつでも実行することができるが、呼が離れた直後が、ネットワークリソ
ースが解放されるときであるので、自然であり有用な時点である。しかし繁忙なシステム
では、呼は頻繁に離れ得る。上記のアルゴリズムの頻繁な実行を避けるために、一部の実
施形態ではｅＮｏｄｅＢは、処理の最後の実行から所定の時間間隔の後にのみ上記のアル
ゴリズムを実行する。所定の時間間隔の一例は３０秒である。
【００４９】
　他の実施形態ではｅＮｏｄｅＢは、すべての非アクティブ構成要素の最小帯域幅を表す
パラメータを保持することができる。上記のアルゴリズムは、現在利用可能な帯域幅がこ
の最小値を上回る場合にのみ実行される。これにより自動アップグレードをサポートする
のに必要な処理量が低減される。
【００５０】
　変形形態
　本文書では、本発明の実施形態の説明の関連としてＬＴＥを用いた。しかし当業者には
本発明は、ネットワークリソースの利用可能性に基づく呼アドミッションおよびプリエン
プションをサポートするすべてのデジタル通信システムに応用できることが明らかであろ
う。
【００５１】
　本発明の範囲は多くの他の実施形態を包含する。たとえば候補リスト内の同じ優先度を
有する呼構成要素は、異なる形で配置することができる（たとえば到着が時間的に先の構
成要素の代わりに、最も小さな帯域幅を有する構成要素を１番目に配置することができる
）。これらの変形形態は、本明細書内で明示的に述べられないまたは示されないが、本発
明の原理を具体化し、かつその趣旨と範囲内に含まれることが理解される。
【００５２】
　当業者なら上述の様々な方法はプログラムされたコンピュータによって行うことができ
ることが容易に認識されよう。本明細書では一部の実施形態はまた、たとえばマシンまた
はコンピュータにより読み出し可能であり、機械実行可能なまたはコンピュータ実行可能
な命令のプログラムを符号化するデジタルデータ記憶媒体で、前記命令が前記上述の方法
のステップの一部またはすべてを行う、プログラム記憶装置を包括することが意図される
。プログラム記憶装置はたとえば、デジタルメモリ、磁気ディスクおよび磁気テープ、ハ
ードディスク装置などの磁気記憶装置、または光学的読み出し可能デジタルデータ記憶媒
体とすることができる。実施形態はまた、上述の方法の前記ステップを行うようにプログ
ラムされたコンピュータも包括することが意図される。
【００５３】
　説明および図面は単に本発明の原理を示す。したがって当業者なら、本明細書では明示
的に述べられないまたは示されないが本発明の原理を実施し、その趣旨および範囲に含ま
れる様々な構成を思い付くことができることを理解されたい。さらに、本明細書に記載さ
れたすべての実施例は、当技術分野を発展させるために、主として本発明の原理、および
発明者（または発明者ら）の寄与による概念の理解において読者を補助するための教育的
な目的のために過ぎず、このような具体的に記載された実施例および条件には限定されな
いものと解釈されるべきであることが明示的に意図される。さらに本明細書において、本



(11) JP 5571247 B2 2014.8.13

10

20

発明の原理、態様、および実施形態を記載したすべての文、およびその特定の実施例は、
その均等物を包含するものである。
【００５４】
　「プロセッサ」としてラベルが付けられた任意の機能ブロックを含む、図に示された様
々な要素の機能は、専用のハードウェア、ならびに適切なソフトウェアに関連してソフト
ウェアを実行することができるハードウェアを用いることによって実現することができる
。プロセッサによって実現されるときは機能は、単一の専用プロセッサ、単一の共有され
たプロセッサ、その一部を共有することができる複数の個別のプロセッサによって実現す
ることができる。さらに「プロセッサ」または「コントローラ」という用語の明示的な使
用は、ソフトウェアを実行することができるハードウェアを排他的に指すと解釈されるべ
きではなく、非限定的に、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）ハードウェア、ネットワー
クプロセッサ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートア
レイ（ＦＰＧＡ）、ソフトウェアを記憶するための読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、ランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、および不揮発性メモリを暗黙に含むことができる。他の従
来型および／またはカスタムハードウェアも含むことができる。同様に、図に示されるい
ずれのスイッチも概念的であるに過ぎない。それらの機能は、プログラムロジックの動作
を通して、専用ロジックを通して、プログラム制御と専用ロジックの相互作用を通して、
さらには手動で行うことができ、特定の技術は状況から、より具体的に理解されるように
実施者によって選択することができる。
【００５５】
　当業者には、本明細書内のいずれのブロック図も本発明の原理を具体化する例示の回路
の概念図を表すことが理解されるべきである。同様にいずれのフローチャート、フロー図
、状態遷移図、擬似コードなどは、コンピュータ可読媒体内に実質的に表すことができる
様々な処理を表し、したがってコンピュータまたはプロセッサが明示的に示されていても
示されていなくても、コンピュータまたはプロセッサによって実行されることが理解され
よう。
【００５６】
　上述の本発明の実施形態に対しては、特許請求の範囲で定義される本発明の範囲から逸
脱せずに、数多くの変更形態、変形形態、および適用形態を形成することができる。
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